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１．研究の目的
積雪寒冷地では積雪が阻害要因となり（椎野ら , 
2014）、夏季に比べ子どもたちの戸外遊びや公園利用の
頻度が減少すること（尊保ら , 1978）、身体活動水準が
減少傾向にあること（志手ら , 2012）等が指摘されてお
り、地域特有の状況を備えていることが報告されてい
る（土屋ら , 1990）。このような状況を背景に、積雪寒
冷期間における戸外遊びについては、運動能力（三浦ら , 
2006）や身体活動量（青木ら , 2015）の観点から検討が
進められており、雪上での運動は体力や運動能力の向上
につながることが示されている。
先行研究によれば、積雪寒冷期間の屋外での運動に
一定の効果が認められているものの、寒さや積雪といっ
た地域特有の厳しい状況が子どもたちの体力・運動能力
の低下に少なからず関係していることは否めない。た
だ、これら積雪寒冷地での冬季屋外活動を扱った研究の
ほとんどは、児童期、青年期、中高齢者を対象に実施
されたものがほとんどであり、乳幼児の雪上遊びに焦
点を当てた研究はほとんど見られない。中でも石倉は、
積雪期に保育施設での屋外遊びを検討しており、自然材
として雪や氷には他の自然材には無い特性を備えてい
ることを示している（石倉 , 2008）。また張ら（2004）は、
保育施設の園庭の使用実態について全国調査を行い、大
部分が積雪寒冷地に指定される北海道や東北の保育施
設の中には、積雪の影響により 1～ 3ヶ月程度屋外空間
の不使用期間があることを報告している。
翻って保育施設の園庭環境に焦点を当てた研究に注
目すれば、園庭における幼児の遊びと空間特性がどの
ようにつながるかを保育者の視点から検討したもの（河
邉 , 2006）、園庭にある自然材に着目し道具との関係か
ら生起する幼児の表現行為について考察したもの（石倉 , 
2012）、園庭に設置された固定遊具に焦点を当てそこで
生起する子ども独自のルールを考究したもの（金子ら , 
2013）等が見受けられる。また「園庭の芝生化」にも関
心が寄せられており、芝生化に対する保育者の意識を検
討したもの（渋谷ら , 2010）や、芝と土との違いが幼児
に与える影響を検討したもの（中島ら , 2012）等が見ら
れる。この他、園庭における芝と土との比較については、
行政主導による調査報告書（東京都観光局 , 2010）も作
成されている。このように、保育施設の園庭環境を対象
にした調査・研究では、主に芝や土の園庭が扱われる傾
向が見られる一方、雪上の園庭環境に焦点を当てた研究
はほとんど見受けられない。
椎野ら（2014）が述べるように、降雪による遊び環境
の劇的な変容は積雪寒冷地ならではの特徴であり、降
雪・積雪の捉え方次第で戸外遊びの魅力が大きく左右さ
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れることが想定される。椎野ら（2014）の論に依拠すれ
ば、保育者には積雪を制限と捉えず積極的に戸外遊びを
展開しようとする姿勢に加え、そこに至る保育計画（環
境計画）の作成が求められると言えよう。しかしながら、
積雪期における園庭環境やそこで展開される戸外遊び
の実態と、それらに寄与する保育者の意識との関係性に
ついては包括的な検討が十分なされているとは言い難
い。
そこで本研究では積雪寒冷地における保育施設の園
庭環境、及び、子どもたちの戸外遊びの実態に注目し、
それらを構成する保育者の意識／認識との関連を明ら
かにすることを目的とする。
２．調査方法
（1）研究対象の選定
先に挙げた積雪寒冷地での冬季戸外活動に関する研
究は、北日本、特に北海道地方で実施されたものが多数
を占める。これに対して、気温や雪質、さらには生活
スタイルも異なる東北地方、中でも降雪量が極めて多
い東北日本海側注１）に注目した研究はほとんど見られな
い。理由の一つに、冬季には数メートルの積雪を伴い、
常時氷点下になるといった独特の気候特性が、研究の遂
行を困難にしていることが挙げられる。本研究が対象と
する東北日本海側は積雪寒冷地にあたり、積雪期に入る
と都市公園などのオープンスペースには除雪された雪
が大量に搬入され、遊び場としての機能を果たさないと
いった事例が多く見受けられる。さらに、小学校の校庭
や保育施設の園庭に目を向ければ、高さ数メートルの積
雪に伴い、固定遊具の使用には規制がかけられるといっ
た場面も少なくない。
以上のように、東北日本海側は積雪寒冷地であるこ
とに加え、積雪期に入れば園庭が雪面に覆われ、降雪・
積雪が少なからず遊びの展開に影響を与えていること
が想定される。そこで本研究では、今後の研究の拡がり
も視野に入れ同じ積雪寒冷地ではあるが、北海道地方と
は条件の異なる東北日本海側を研究対象に設定した。
（2）質問紙の作成
調査方法として、より多くの保育者の意識を調査する
ことを目的に、本研究では質問紙調査を実施した。具体
的には、A 県 K 市の保育士を対象に行った質問紙調査
の結果を使用している。K 市の 2018 年 11 月から 2019
年 3月までの累積降雪量は 5メートル以上となっており
注２）、積雪寒冷地の中でも豪雪地帯に分類される。
質問紙は、A 県 H 市の幼稚園と保育所で 201X 年 1月
に予備調査を実施し、得られた結果から質問項目を修正
した上で、1）保育者自身について、2）積雪期の戸外遊
びの状況（環境構成の仕方）について、3）積雪期と非
積雪期の戸外遊びの比較について、の 3 項目を選定し、
本調査を行った。また予備調査より、施設形態で保育
時間に異なりがあることが指摘されたため、本研究で
は保育所のみのデータを対象に分析することとした注３）。
さらに、共通認識下での回答を目的に、本研究では「積
雪期」を「積雪で園庭が覆われる時期」、「非積雪期」を「積
雪期以外の時期」として定義し、質問紙内のリード文に
記載した。
（3）質問紙調査の実施
調査期間は、積雪期の状況を想起しやすいよう、深
雪の時期を迎える 201X 年 1 月末から 2 月末にかけて実
施し、質問紙は各保育所長に配布を依頼した後、約 1ヶ
月間の回答期間を設け回収した。質問紙のフェイスシー
トには、本調査は任意調査であることに加え、データの
使用は本調査のみに使用し、使用後はシュレッダー等で
確実に破棄する旨を記載した。
質問紙調査には、9 園の保育所から計 118 名の保育士
の協力が得られ、回収率は 88%（134 枚配布）であった。
保育士の属性は、女性保育士 111 名（94%）注４）、男性
保育士 7名（6%）となり、女性保育士が大半を占めた。
保育士の平均保育経験年数は 14 年となり、クラス担任
は 110 名（93%）であった。
本研究では、分析枠組みとの関係から、3 歳未満児の
クラスを「乳児クラス」、3 歳以上児のクラスを「幼児
クラス」として分類した。クラス担任の内訳は、乳児
クラスの保育士が 56 名（51%）、幼児クラスの保育士が
54 名（49%）となり、大きな偏りはなかった。
３．結果
（1）積雪期の戸外遊びの実態
１）戸外遊びの頻度
質問紙調査の結果をもとに、戸外遊びの頻度につい
て積雪期／非積雪期でまとめたところ、図１に示した
ような結果となった。積雪期では「出られるときは毎
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日」戸外に遊びに行くと回答した保育士が 104 名中 86
名（83%）、「１週間に２～３回程度」が 14 名（14%）
であったのに対し、非積雪期では「出られるときは毎日」
が 99 名（95%）、「１週間に２～３回程度」が 4名（4%）
という結果であった。
続いて、積雪期と非積雪期の回答傾向の差が統計的に
有意か確かめるために、「1．出られるときは毎日」を1点、
「2．1週間に2～3回程度」を2点、「3．1週間に1回程度」
を 3 点、「4．ほとんど出ない」を 4 点として得点化し、
平均値を対象に有意水準 5% で両側検定の t 検定を行っ
たところ、乳児クラス（t（54）=3.05,p<.01）、幼児クラ
ス（t（49）=2.01,p<.01）共に、平均値の差が有意となり（表
1）、保育士は積雪期と非積雪期で外遊びを行う頻度の
差、具体的には、非積雪期の方が積雪期よりも高い頻度
で外遊びを行っているという認識を持っていることが
示された。
２）戸外遊びの時間
積雪期／非積雪期における 1日の戸外遊びの平均時間
を数値化してもらい、平均値を算出したところ、乳児ク
ラスの平均値は積雪期が 44.0 分、非積雪期が 64.3 分で
あったのに対し、幼児クラスの平均値は積雪期が 71.9
分、非積雪期が 100.0 分という結果であった。
次に、乳児クラスと幼児クラスそれぞれの積雪期と
非積雪期の戸外遊びの時間の平均値に対して有意水準
5% で両側検定の t 検定を用いて検討したところ、乳
児クラス（t（54）=2.00,p<.01）、幼児クラス（t（50）
=2.01,p<.01）共に有意な差が見られ（表 2）、外遊びの
時間においても積雪期以上に非積雪期の方が長くなる
と認識していることが示された。
３）園庭整備について
積雪期、K 市では時に高さ数メートルの積雪となり、
大人でも歩行が困難となる。雪上の身動きが取りにくい
状況において園庭の環境整備をどの程度行っているの
かについてまとめたところ、図２に示したような結果と
なった。最も高い数値を示したのは「状況に応じて行う」
であり、117 名中 81 名（69%）という結果となった。
また「毎日行う」「状況に応じて行う」「ほとんど行
わない」と回答した保育士（105 名）に対しては、整備
目的についても複数回答可で尋ねたところ、「安全確保」
を回答した保育士が 82 名（78％）、「通路作り」を回答
した保育士が 45 名（43％）となり、これら 2 項目に回
答が集中した。一方、「勤務園の方針」（2人 , 2％）といっ
た少数回答も示された。さらに、具体的な整備内容につ
いて記述式で尋ねたところ、安全確保の観点から氷柱や
雪庇注５）の落下防止が多く見られた。
一方、「全く行わない」という回答も 12 名（12％）の
保育士から示され、理由を自由記述で尋ねたところ、「新
雪の感触を全身で味わってほしい」「あえて歩きにくい
環境にすることで子どもたちの足腰に力が備わるため」
といった回答が多く見られた。
以上のように子どもたちに危険が及びそうな場合に
は園庭の整備を行うものの、整備内容は最小限に留めよ
うとする保育士の姿勢がうかがえる。
４）遊びの内容
積雪期に戸外で実施される遊びの内容について複数
回答で尋ね、乳児クラス／幼児クラスに分けて集計した
結果、乳児クラス（有効回答数：54 名）では「ソリ滑り」（51
名 , 94%）と「ままごと」（33 名 , 61％）を回答した保
育士が半数以上であったのに対し（図３）、幼児クラス
                                    
表1 積雪期と非積雪期の⼾外遊びの頻度に対する認識
積雪時 非積雪時
M SD M SD t値
乳児クラス 1.29 0.66 1.09 0.35 3.05＊
幼児クラス 1.20 0.45 1.02 0.14 2.01
＊
＊p＜.01
表２ 積雪期と非積雪期の⼾外遊びの時間に対する認識
積雪時 非積雪時
M SD M SD t値
乳児クラス 44.0 20.8 64.3 31.6 2.00＊
幼児クラス 71.9 26.1 100.0 30.9 2.01＊
＊p＜.01
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表 2　積雪期と非積雪期の戸 びの時間に対する認識
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図３ 積雪期における戸外遊びの内容（乳児クラス） 
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（有効回答数：50 名）では、「ソリ滑り」（49 名 , 98%）、「雪
合戦」（43 名 , 86%）、「ままごと」（39 名 , 78%）、「かま
くらづくり」（39名 , 78％）への回答が半数以上となり（図
４）、乳児クラスと幼児クラス共に「ソリ滑り」が突出
して高い結果となった。また乳児クラスの回答では「雪
上歩行」のように、平衡感覚や身体移動といったシン
プルな身体活動が求められる遊びに回答が集中したの
に対し、幼児クラスでは「雪合戦」のように「投げる」
「追う」といった技巧的要素が求められる遊びに回答が
集まる傾向が見られた。
５）積雪期における園庭の環境構成
積雪期の戸外遊びでどのような環境構成を行ってい
るかについて自由記述で尋ね（有効回答数：104 名）、
全体的な記述内容の傾向等を検討するため、全記述デー
タを対象にテキストマイニングソフト・KHCoder（Ver.3. 
beta.30b）による分析を試みた。記述内容は、すべてデ
ジタル化したのち、この後テキストマイニングの処理
をすることを前提に、漢字や語句の使い方を原文の損
なわない範囲で修正した。その後、ChaSen により分か
ち書きし、2,968 語を抽出した。抽出語の種類は 348 語
であった。分析には 1,354 語が用いられ、用いた品詞は
KHCoder の品詞体系に従った。また、1語として抽出さ
れない語句に関しては強制抽出の処置を行った。表３に
は、頻出上位語とその出現回数を示した。
次に、記述傾向を把握するため、出現数 5前後を目安
に「共起ネットワーク」の検討を行った。図５には各ク
ラスを見出しとして含めた共起ネットワークを示した
（表示語数 39（入力語数 49）, 表示共起関係 60（入力共
起関係 195）, Jaccard 係数 .14 以上）。
表４には各クラス別の特徴語と Jaccard の類似性測度
も示した。
全ての年齢児クラスにおいて、「ソリ」という語が共
起関係であることが示された。また、雪山を使った遊び、
色水を使った遊び、スコップやバケツを使った遊びを
強く意識して環境構成を行っていることがうかがえる。
次に年齢別の傾向を見ていくこととする。
ⅰ）０歳児クラス
「準備」「子ども」「遊べる」「バケツ」「スコップ」な
どの語が他の年齢児クラスと共起関係にあることが示
された。また、類似性測度からは「歩く」「踏む」「バケツ」
「固める」などが特徴語として示された。少しずつ歩き
始めるこの時期の特徴を表すように、保育士の意識とし
                                   
図４ 積雪期における戸外遊びの内容（幼児クラス） 
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図 4　積雪期における びの内容（幼児クラス）
                                           
図５ 各クラスにおける主要抽出語の共起ネットワーク 図 5　各クラスにおける主 出語の共起ネットワーク
                       
抽出語 出現回数 
準備 71 
ソリ 66 
作る 57 
色水 34 
スコップ 30 
子ども 29 
バケツ 27 
遊べる 27 
用意 27 
雪 23 
雪山 21 
遊び 18 
尻滑り 15 
滑る 13 
傾斜 12 
場所 12 
登る 12 
一緒 11 
カップ 10 
山 10 
表３ 積雪期における園庭の環境構成に係る頻出語 
注）出現回数が 10 以上の語を示した 
表 3　積雪期にお 庭の環境構成に係る頻出語
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て雪上を「歩く」ための準備を意識していること、また
雪の性質として力を加えれば固まるといった特性を子
どもたちが感じられる環境を意識していることがうか
がえる。
ⅱ）１歳児クラス
「準備」「作る」「雪山」「バケツ」「スコップ」などの
語が他の年齢児クラスと共起関係にあることが示され
た。類似性測度からは、「滑る」「準備」「スコップ」「雪
山」などが特徴語として示された。ほとんどの子どもが
歩行能力を獲得し得るこの時期、新たに「滑る」といっ
た要素を加え、小さな雪山を準備し、道具を使わずにす
べり台のように滑るといった活動を意識している傾向
が見られる。
ⅲ）２歳児クラス
「雪山」「作る」「遊び」などの語が他の年齢児クラス
と共起関係にあることが示された。類似性測度からは、
「作る」「カップ」「尻滑り」「雪山」「丘」などが挙げら
れているが、数値は比較的低い。２歳児クラスの特徴と
しは、１歳児クラスとは異なり「滑る」遊びの際にソリ
やヒップソリを使用し始めるといったことが挙げられ
る。つまり、１歳児クラスでは保育士の援助に頼る部分
が多かったが、２歳児クラスでは子ども自らの力で「滑
る」遊びを楽しもうとする様子がうかがえる。これに伴
い、２歳児クラスでは「危険」という語が共起関係、類
似性測度双方に表れており、「できそうでできない」と
いった２歳児の姿を保育士は環境構成において意識し
ていると考える。
ⅳ）３歳児クラス・４歳児クラス
「色水」の語が他の年齢児クラスと共起関係にあるこ
とが示され、この年代を特徴づける積雪期の戸外遊びの
1つであると言えるだろう。
３歳児クラスでは、「一緒」という語が共起関係、類
似性測度双方に表れている点で特徴があり、少しずつ友
                                           
0 歳児   1 歳児   2 歳児 
歩く .211  滑る .250  作る .177 
踏む .177  作る .231  カップ .167 
バケツ .171  準備 .219  尻滑り .154 
固める .167  スコップ .209  雪山 .152 
シャベル .158  雪山 .200  丘 .150 
遊ぶ .158  バケツ .146  遊び .133 
子ども .154  登る .133  ソリ滑り .130 
スコップ .150  シャベル .120  階段 .130 
遊べる .147  歩く .115  危険 .130 
雪 .125 
 
階段 .111   場所 .120 
3 歳児  4 歳児  5 歳児 
子ども .222  遊び .238  ソリ山 .214 
色水 .222  ソリ遊び .231  ヒップスキー .214 
場所 .191  色水 .219  かまくら作り .200 
遊べる .188  形 .200  ソリ .188 
ごっこ遊び .188  箇所 .182  バケツ .182 
一緒 .182  周囲 .182  傾斜 .182 
楽しめる .167  発想 .182  作る .167 
ソリ .149  氷作り .182  子ども .162 
遊び .148  カップ .177  準備 .148 
準備 .145  安全 .167   山 .143 
表４ 各クラスの特徴語と Jaccard の類似性測度 表 4　各クラスの特徴語 J ard の類似性測度
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達のことを意識しながら「ソリ遊び」や雪上での「ごっ
こ遊び」を楽しめるよう環境を構成しようとする意識が
うかがえる。
４歳児クラスでは、類似性測度に「形」「発想」「氷作り」
といった語が示されたように、子どもたちが自ら遊びを
創作していく過程の中で科学的知見を養えるような環
境を意識している様子がうかがえる。代表的な活動は、
類似性測度で示された「氷作り」が挙げられよう。他に
も共起関係で示された「肥料袋」もその１つとして考え
られる。肥料袋は主にソリの代わりに雪山を滑る際に用
いられるが、ソリの代わりに雪山を滑ることのできる素
材は何か、どのようにすればよく滑ることができるかと
いうように、子どもたち自身で考えることのできるよう
な場や、遊びに変化を加えられるような空間の設定を意
識している様子が推察される。
ⅴ）５歳児クラス
５歳児クラスの特徴としては、他の年齢に比べて「か
まくら作り」などのように、大がかりで他者との協力関
係が求められる活動が展開できる環境構成を意識して
いることが挙げられる。また「滑る」遊びに関しても、
雪山に傾斜をつけるという傾向は他の年齢では見られ
なかった内容であり、全体的に子どもたちの挑戦しよう
とする姿勢に重きを置いた環境構成を意識している様
子がうかがえる。
（2）積雪期と非積雪期の園庭環境の比較
１）戸外遊びのバリエーションについて
戸外遊びのバリエーションに対する意識についてま
とめたところ、図６に示したように、「どちらかと言え
ば非積雪期の方が多い」と回答した保育士が 115 名中
59 名（50%）となり、「非積雪期の方が多い」と回答し
た保育士と合わせると６割以上（72 名 , 62%）の回答と
なった。一方、「積雪期の方が多い」「どちらかと言えば
積雪期の方が多い」を回答した保育士は 1名のみとなり、
積雪期は非積雪期に比べ戸外遊びのバリエーションが
減少するといった意識傾向が示された。
２）園庭の環境構成の難しさについて
積雪期と非積雪期の園庭における環境構成の難しさ
を比較してもらったところ、「積雪期の方が難しい」「ど
ちらかと言えば積雪期の方が難しい」を回答した保育士
は 113 名中 40 名（35％）、「非積雪期の方が難しい」「ど
ちらかと言えば非積雪期の方が難しい」を選択した保
育士は 12 名（11％）となり、大きな差は見られなかっ
たものの非積雪期に比べ積雪期の園庭環境の構成に難
しさを意識する傾向が示唆された。ただ、61 名（53％）
の保育士からは「どちらが難しいとは言えない」との回
答が示され、最も高い数値となった（図７）。
各項目を選択した理由についても記述式で回答を求
めたところ、73 名（65％）から回答が示された。積雪
期の環境構成の方が難しい理由としては「安全や健康の
確保」「戸外遊びに向かう準備時間の過多」「不安定（予
想困難）な自然現象」といった複数の理由が挙げられた。
また、非積雪期の環境構成の難しさについては、バリ
エーションの多さとの関連から理由が示された。ただ、
戸外遊びのバリエーションについては、積雪期の環境構
成の難しさの理由でも「（積雪期の外遊びは）ワンパター
ンになりやすい」といった少なさとの関連が示されてお
り、バリエーションの多寡に対する保育士の意識が回答
の判断に寄与したことが考えられる。
次に「どちらとも言えない」を選択したほとんどの保
育士からは、保育のねらいや保育方法との関連から理由
が示された。保育方法と関連させた理由では、非積雪期
の砂遊びとの比較が多く見られ、「スコップ」や「バケツ」
といった同様の道具を使って遊びが展開できることに
共通性を見出しているようであった。ただ、「雪は砂や
泥よりたくさんある為、思い切り使えて色々な想像を叶
えられる」「雪は色的に砂に比べて抵抗なく触りやすい」
「雪は砂とは異なり目でも楽しめる」といった回答も多
数示されており、使用する道具には共通性が見られるも
のの、遊びの性質においては、似て非なるものであると
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の意識を抱いているようである。
４．考察
本研究では、積雪寒冷地における保育施設の園庭環
境、及び、子どもたちの戸外遊びに焦点を当て、それら
を構成する保育士の意識／認識との関連を明らかにす
ることを目的に質問紙調査を行った。それによれば、積
雪期は非積雪期よりも戸外遊びの頻度や時間が減少し、
遊びのバリエーションも少なくなるといった意識を多
数の保育士が抱いていることが示された。一方、園庭環
境の構成の難しさについては、積雪期も非積雪期も保育
の「目的」や「方法」は変わらないといった理由から、
保育方法の困難さを意識している保育士は少数である
ことが示された。以下ではこれら二点の結果を基に考察
を深めていくこととする。
１）「滑る」遊びを基軸に据えた環境構成
図５の結果にも示されたように、積雪期の戸外遊びで
はすべての年代で「ソリ」を使った遊びを中心に環境
構成を行う傾向が示唆された。「ソリ」の使用用途とし
ては、低年齢児ではソリに乗って年長児や保育士に引っ
張ってもらうのに対し、年長児では雪面を自ら滑ること
に加え、雪像づくりの際には大量の雪を運ぶ道具として
も用いられることが考えられる。また、「滑る」遊びと
して「尻滑り」「ソリ滑り」「ヒップスキー」「肥料袋を使っ
た滑り」など難易度の異なる方法が複数示されたことか
らも、積雪期において「滑る」という活動は園庭環境を
構成するに当たって基軸となり得る要素であると考え
る。
２）立体化する遊び
０歳児の回答で見られた雪を押し固めるといった簡
単な作業から、５歳児で見られた「かまくら作り」や「雪
山作り」など高度な作業に至るまで、すべての年代で雪
を使った制作（雪像作り）活動を意識する傾向が示され
た。また、３歳児と４歳児を中心に「色水」を用いるこ
とで雪を様々な色に染める活動も示され、自然材として
の雪本来の性質に加え人工的な要素を加えることで製
作活動の幅に広がりを持たせようとする意識もうかが
える。これらの点を踏まえると、雪には簡単に押し固め
られることでもたらされる「形態の巨大化」、様々な形
や性質に変容できる「形状の柔軟化」、白いことで何色
にも染められるという「色の多色化」という 3つの可変
的要素を備えており、これら３要素が交わることで遊び
が立体化すると共に深みが付与されると考える。
３）積雪期の園庭環境構成の難しさについて
環境構成の難しさについては、積雪期も非積雪期もほ
とんど変わらないとの意識が示された一方、外遊びの
バリエーションについては減少するといった結果が示
された。ただ、遊びのバリエーションが減少する中に
おいても、先述したように雪上ならではの環境を活か
しながら工夫をこらそうとする保育士の姿が見られた。
これら保育士の意識が寄与したことで、環境構成の難し
さについては、積雪期も非積雪期もほとんど変わらない
との結果につながったものと考える。また推測の域を超
えるものではないが、保育士の成育歴も関係していたこ
とが考えられる。質問項目には内包していなかったが、
事後の聞き取りで本調査に協力いただいた保育士は積
雪寒冷地の出身者がほとんどあった。謂わば、幼少期よ
り雪遊びに慣れ親しみ、雪上の遊びを熟知している保育
士であると言えよう。つまり、積雪を感じられる環境の
中に身を置き、積雪地帯での生活の知恵や方法を身に着
けてきた保育士の成育歴も少なからず本調査の結果に
反映されたものと考える。
以上のように、積雪期は非積雪期に比べ「空間」「時間」
「動き」に制限が加えられる中にあっても、雪の特性を
活かしながら様々な工夫をこらし、遊びを深化させよう
とする保育士の意識が環境構成に反映されていること
が示唆された。今後は、本調査で得られた結果を基礎情
報に積雪期における戸外活動の具体的様相について質
的に検討を進めたい。
注
注１）気象庁による地域区分を参照。青森県（津軽地方）、
秋田県、山形県、福島県（会津地方）を包含した地域
を東北日本海側としている。
　https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kisetsu_riyou/
division/kubun.html（情報取得日：2019/03/24）
注２）累積降雪量一覧表（気象庁）を参照。https://
www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/snc_rct/alltable/
smsnd_sm01.html（情報取得日：2019/03/26）
注３）本調査は保育所を対象に実施したため、保育者の
呼称をこれ以降「保育士」で統一する。
注４）カッコ内のパーセンテージは全有効回答数に占め
る割合を示している。以下、同様。
注５）建物の屋上に「雪のかたまり」が張り出している
状態。
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